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九重硫黄山における火山活動の変化について

Change of the volcanic activity at Kuju volcano.
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　九重山では，1995年10月及び翌1996年1月に星生山東山腹（硫黄山付近）で噴火が発生して以後，噴火は

発生していない．1995年の噴火後，大学や研究機関及び気象庁による連続的な観測が始まった．地震活動

は，硫黄山直下の浅部を震源とする地震の活発な状態が観測されていたが，2005年以後，殆ど発生が見られ

なくなる．地磁気観測では，1995年以後，硫黄山浅部における冷却化が継続する様子が捉えられ，遠望観測

では噴気活動が徐々に衰退する傾向が見られるなど，様々な観測項目から，静穏化する九重硫黄山の火山活動

が捉えられていた． 

　火山活動に変化が見え始めたのは2012年頃からである．まず，九重硫黄山を挟むGNSSの基線長で伸びの傾

向が見られ始めた．続いて，地磁気観測において，2014年頃から浅部の蓄熱を示唆する傾向が始まった．噴

気活動も2015年頃から緩やかな増加が見られ始め，2016年頃からは地震活動にも僅かな増加傾向が見られて

いる． 

　1995年の噴火以前，九重山では連続的な観測が行われておらず，噴火に先行する火山活動の推移は得られ

ていない．現在の火山活動の推移が，将来の噴火を示唆する活動であるのかか，判断できる情報が乏しい．し

かしながら，観測データを積み重ねていくことは，将来の火山活動予測の一助になるのは確かなことであるこ

とからも，我々は地球物理学的観測のみならず，火山化学観測などを加えた多項目の継続した観測に

よって，九重火山における火山活動の特徴を捉え，火山活動の推移を監視していく．
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